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要約 
本マニュアルは、Microsoft Excelのアドイン「Excel Labs」の主要機能である Grid、Names、

Modules を中心に、それぞれの機能概要、操作方法、設定項目を体系的に解説するものである。従
来のExcel機能を補完・拡張する形で提供されるこれらのツールは、数式の構造的理解、関数の再
利用性の向上、チーム間での開発共有に大きな効果をもたらす。 
第1章では導入とUIの構造を概観し、第2～4章で各機能に対する詳細な説明を行う。第5章では

共通設定とその影響を扱い、第6章ではGridやNamesを活用した実践的な数式設計・デバッグ手法
を取り上げ、構造的Excel設計の実践に資する指針を示す。 

第1章　Excel Labsの導入と全体像 

1.1 Excel Labsとは何か 
Excel Labsは、Microsoft公式の試験的機能拡張アドインであり、既存のExcelにおける数式設計・

管理・デバッグの限界を補完するために開発された。主な構成はGrid、Names、Modulesの三つで
あり、これらの機能を通じて数式の構造可視化や関数の整理、ロジックの再利用が可能となる。特
に、設計者が構造的に数式を組み立てたい場面において有効である。従来のExcelでは、数式や名
前定義がワークシート全体に散在し、設計意図や依存関係の把握が困難であった。Excel Labsはこ
の課題を補うツールとして設計されており、実験的な機能をいち早く体験できる。なお、更新頻度が
高く、UIや操作方法が変更される可能性もあるため、導入に際しては常に最新版の情報を確認する
ことが望ましい。 

1.2 インストール方法と前提条件 
Excel Labsを利用するには、Microsoft 365サブスクリプションが必要であり、バージョンはExcel for 

Microsoft 365（Windows版、InsiderまたはCurrentチャネル推奨）であることが望ましい。また、イン
ターネット接続環境も必要である。インストールは次の手順で行う。まずExcelを開き、「ホーム」タブか
ら「アドインを入手」をクリックし、「Excel Labs」で検索する。表示されたアドイン（提供元がMicrosoft 
Corporationであることを確認）を「追加」すると、右側にExcel Labsのサイドペインが表示される。以
後は「ホーム」や「アドイン」タブからいつでも起動可能である。初回実行時にエラーが発生した場
合、Officeの更新状況や管理者設定を確認すること。 

1.3 UIの基本構造（Grid／Names／Modules） 
Excel Labsは、左側にナビゲーションメニュー、右側に各機能の詳細ペインを表示する構造を持

つ。主な機能はGrid、Names、Modulesの三つであり、それぞれが数式管理における異なる観点を
提供している。Gridはワークシートの構造と数式の関係を視覚的に示す。特定のセルをクリックするこ
とで、参照元・参照先の関係をハイライト表示でき、数式のブロック構造を俯瞰できる。Namesでは、
名前付き関数、定義済み範囲、式と名前の関係、関数モジュールの一覧がタブ形式で整理されて
おり、定義の編集や削除、依存関係の把握が容易である。Modulesでは、関数群の保存、読み込



み、バージョン管理を行い、外部共有やGitHubとの連携も可能となっている。これら三機能の連携に
より、設計者はExcelをコードベースの開発環境のように扱うことができる。 

第2章　Grid機能 

2.1 機能の概要 
GridはExcel Labsの中核的な可視化ツールであり、セルに含まれる数式の構造、参照関係、依存

関係をブロック単位で視覚化する機能を持つ。これにより、複雑な数式を含むセルの意味や接続関
係を即座に把握でき、特にシートをまたぐロジック設計において強力な支援となる。従来のトレース
機能では限界があった「ロジックのまとまり」や「範囲の境界」が、Grid上では配色や線で直感的に示
される。構造把握を起点とした修正・設計作業において、Gridは単なるビジュアライザーではなく、設
計思考を支える一種のインタフェースとして機能する。 

2.2 使い方（セル指定・ピン留め・表示形式） 
Gridを起動すると、Excelウィンドウ右側にGridパネルが表示される。まず任意のワークシートのセ

ルをクリックすると、そのセルの数式構造がツリービュー形式で表示される。複雑なネスト式や参照セ
ルが多い場合も、演算子や関数単位で分解されて見やすく整理される。ピン機能を使うことで、特定
のセルを常時表示対象に固定できる。これにより、比較対象となるセルを動的に切り替えながら、設
計意図を比較・検討することが可能となる。また表示形式には「構文分解表示」と「依存構造表示」の
2モードがあり、ユーザーは用途に応じて切り替えることができる。構文分解は関数の中身を詳細に
見たい場合に、依存構造は外部参照の流れを把握したい場合に適している。 

2.3 設定と活用例 
Gridには数式の表示幅、フォントサイズ、配色、ハイライト対象などの細かな設定項目がある。これ

らはExcel Labsの「Settings」セクションから一括管理できる。設定を通じて、特定関数の強調表示
や、参照先の色分け、循環参照の検出なども制御可能である。実務上の活用例としては、以下のよ
うなものが挙げられる。第一に、Gridを用いて新しいロジックを追加する前に、既存ロジックの構造を
明確化することで、既存設計との整合性を保つ。第二に、トラブル時に複数セルの数式をピンで固
定し、動作が正しいセルと異常なセルの違いを比較することで、問題箇所の特定が容易になる。第
三に、教育やレビューの場面において、設計意図を図解的に共有することで理解促進につながる。
Gridは単なる補助機能ではなく、Excelを設計ツールへと進化させる鍵である。 

第3章　Names機能 

3.1 Names画面の構造と目的 
Names機能は、Excelブック内に定義されたすべての名前（名前付きセル、関数、範囲、数式など）

を構造的に一覧・操作できる機能である。Names画面は左ペインに分類（Functions、Ranges、
Formulas、Modules）を持ち、右ペインには選択された名前の内容や依存構造が表示される。従来
の「名前の管理」ダイアログでは不可能だった、構造的把握や操作履歴の視認が可能となり、名前
の整理・保守・再利用性が飛躍的に向上する。 

3.2 【Functions】名前付き関数の定義と再利用 
Functionsタブでは、LET関数を用いて定義された名前付き関数を確認・編集・削除できる。関数

は名前、引数、戻り値の定義を持ち、再利用可能なモジュールとして他の数式や関数から参照でき
る。関数の構造はブロック表示され、定義順やネスト構造が視覚的に示される。関数を修正した際
は、依存する他の関数や名前への影響が自動で検出され、再計算が促される。これにより、関数群
のリファクタリングや保守管理が安全に行える。 



3.3 【Ranges】範囲名の確認・修正と影響範囲 
Rangesタブでは、ブック内で定義された名前付き範囲が一覧表示され、対象セル範囲や参照先

が即座に確認できる。名前を選択すると、Excelの対応セルがハイライトされると同時に、参照元・参
照先が可視化される。名称の変更や削除もこの画面から直接実行可能で、変更後に影響を受ける
数式や関数が自動で検出される。これにより、従来のような名前変更時のバグや破損リスクが大きく
軽減される。 

3.4 【Formulas】数式構造の可視化と整理 
Formulasタブは、名前付き数式の構造を分析・分類するための画面である。各名前の数式が構

文単位に分解され、関数構造、リテラル、変数などの構成要素が明示される。これにより、類似構造
の数式を整理・統合したり、長大な式を再構築する指針が得られる。特にGridと連携して使用するこ
とで、構文構造とセル構造の両面からの分析が可能となり、数式設計の整合性を保ちやすくなる。 

3.5 【Modules】関数群の構成管理 
Modulesタブは、名前付き関数や数式をグルーピングし、モジュール単位で管理するためのインタ

フェースである。例えば、特定の業務ロジックや分析目的に応じて関数群を一括でまとめ、保存・読
み込み・共有することが可能である。モジュールごとの依存関係や変更履歴も追跡できるため、チー
ムでの運用やバージョン管理にも応用できる。これにより、Excelを関数ベースの開発環境として活用
する道が開ける。 

3.6 設定項目と制約事項 
Names機能における設定項目には、表示単位（一覧か階層か）、更新タイミング（手動か自動

か）、名前の並び順（アルファベット順か定義順か）などがある。これらはSettingsセクションから一括
管理される。制約事項として、Excel標準の「名前の管理」との競合、外部参照の多用による依存関
係の肥大化、構造表示の反映タイミングなどが挙げられる。特にブック外のリンクや非表示シート上
の名前は、正しく検出されない場合があるため注意が必要である。Names機能は便利である一方、
適切な命名規則と運用ルールがなければ逆に混乱を招く可能性があるため、導入時には運用設計
と併せて活用すべきである。 

第4章　Modules機能 

4.1 機能の概要と役割 
Modules 機能は、Excel Labs 上で定義された名前付き関数を「構造化・分類・保存・共有」するた

めの仕組みである。Names タブ内の Functions セクションで作成されたユーザー定義関数は、
Modules を使うことでまとめて管理・編集・再配置できる。Modules を活用すれば、関数群を機能別
に分類したり、異なるブック間で関数を一括共有したりといった保守性の高い運用が可能になる。実
際の運用では、「Modules 上で関数本体を直接記述し、保存しておく」ことで、関数開発と運用の分
離を図ることができる。関数の本体（LAMBDA式）と、使用箇所での呼び出し（数式内での利用）を分
離できることが最大の特徴である。 

4.2 コードの管理（作成・保存・読み込み・共有） 
Modules 画面では、Functions セクションと連動した関数定義一覧が表示される。個々の関数を

編集すると、Names の Functions 定義も自動的に更新されるため、ここをコードエディタとして使うこ
とができる。モジュール単位での保存は .json 形式となっており、他のブックで再利用する際はイン
ポート操作を行えばよい。これにより、チーム内での関数共有や、複数プロジェクトへの展開がス
ムーズに行える。また、編集時にはフォーカスが当たっている関数名の定義内容が即時に反映され
る仕組みとなっており、複数の関数を相互参照する場合にも使い勝手が良い。 



4.3 GitHub連携とチーム開発での応用 
Modules は GitHub と連携可能であり、バージョン管理を含めた関数パッケージの運用にも適して

いる。作成した関数群を JSON 形式でエクスポートし、GitHub 上で管理すれば、関数の更新履歴の
記録やレビューを含むチーム開発プロセスを構築できる。これにより、関数ライブラリのナレッジ化や
ドキュメント整備が可能となり、組織的な Excel 関数運用を実現できる。 

第5章　Settingsセクションの使い方 

5.1 NamesとModulesは名前の管理で確認する 
Settings セクションにある「名前の管理」設定は、主に Names および Modules 機能に影響を与え

る。ここでは、名前定義（Named Formula）に対する可視性や編集可能範囲を切り替える設定が可
能である。たとえば、「非表示の名前を表示する」オプションを有効にすると、通常の Excel 画面では
見えないシステム定義名や隠し名前が Names 機能上で表示され、管理が容易になる。一方で、意
図しない編集を避けるためには、通常はこのオプションを無効にしておくのが推奨される。 

5.2 共通設定の確認と編集 
Settings セクションでは、Excel Labs 全体に共通する動作設定を確認・変更できる。代表的な設定

項目には以下のようなものがある。「名前を自動保存する」オプションを有効にすると、関数や名前定
義の編集が自動的に保存されるため、手動での保存ミスを防げる。また、「表示スタイル」ではダーク
モードやフォントサイズの切り替えが可能で、開発者や上級ユーザーにとっての作業快適性を向上
させる設定が揃っている。変更を加えるたびに即時反映されるため、効果をその場で確認できるのも
利点である。 

5.3 機能別設定の影響と注意点 
一部の設定は特定機能に限定的に影響を与える。たとえば、「Modules の同期更新」設定は、

Modules での編集を即座に Names に反映させるか否かを制御するものである。この設定を無効に
すると、Modules 上の変更は一時的にローカルに保持され、明示的な保存操作を行うまで反映され
ない。これは試験的な関数作成やチーム内レビューの際に有効である。一方で、頻繁な手動更新が
煩雑になるため、通常は同期を有効にして運用するほうが望ましい。また、Formulas セクションの表
示内容を絞り込むフィルタ設定もここで制御できるため、複雑なワークブックで作業する際の視認性
向上に役立つ。 

5.4 作業スタイルに応じたカスタマイズ戦略 
Settings の活用は、個人の作業スタイルに応じた環境最適化に直結する。頻繁に関数を編集す

るユーザーは、「変更を保存する前に警告を表示」のオプションをオフにしておくと、リズムよく作業を
進められる。一方で、誤操作を避けたい場合は同オプションをオンにして、逐一確認を促すのが安
全である。また、開発用途と検証用途で設定を切り替える運用方針を取ることで、誤編集やデータ汚
染のリスクを抑えつつ、柔軟な関数設計が実現できる。これらの設定は一度適用すれば継続される
ため、個人環境に最適なプリセットを確立することが、長期的な作業効率向上につながる。 

第6章　Excel Labsの動作モデルと保存反映の仕組み 

6.1 内部キャッシュモデルと遅延反映 
Excel Labsは、通常のExcelのように即時的に数式や名前定義が反映されるわけではない。各機

能（特にNamesやModules）は、ユーザーが操作した内容をまず内部的にキャッシュし、明示的な
「書き込み（Save）」操作を通じて、はじめてExcelブックへ反映する。これは、データベースで言うトラ



ンザクションのように、一度変更をまとめてから反映する構造に近い。この非同期的な編集機構によ
り、Excel上のデータを一時的に汚さずに関数やロジックの試験設計が可能となる。 

6.2 「保存しないと反映されない」原理とその挙動 
NamesやModulesで関数定義を削除しても、Excel Labs内にキャッシュが残っている場合、再度

「保存」することでそれが復活するという現象が起こりうる。これは、Excel Labsがあくまで「編集対象の
定義群をローカルで管理」しており、それをブックへ反映する操作が別に存在しているためである。こ
の構造はとくに、ModulesのJSON定義をインポートした後や、GitHubと連携して管理している場合に
顕著である。 

6.3 外部ストレージとの連携と再現性の確保 
Modulesで定義された関数は、ローカル保存だけでなくGitHubなど外部のバージョン管理システ

ムと連携させることができる。これにより、関数の定義が「ローカルExcelブック」から独立した形で存在
することになり、再現性・再配布性・共同開発性が高まる。ここで重要なのは、「Modulesで保存した
関数の内容が本体（Excelブック）と切り離されて管理されている」という理解である。 

6.4 実務的な留意点と設定上の工夫 
このような動作モデルを前提にする場合、次のような実務的工夫が有効である。 
・Modulesで定義を編集後、保存しない限りExcelブックに影響を与えないため、編集途中の関数

テストに適している 
・Settingsセクションで「自動保存」や「同期書き込み」のON/OFFを切り替えることで、運用モードを

切り替えられる 
・複数人で作業する場合、Modules定義を保存・共有し、明示的な書き込み操作を管理フローに

含めるとミスが減る 

6.5 まとめ：Labsは編集用のサンドボックスである 
Excel Labsは、単なるExcelの補助機能ではなく、「一時的編集環境＋明示的反映機構」を備えた

設計支援ツールである。利用者は、これを単なるインタフェースとしてではなく、「サンドボックス型の
ロジック定義空間」として捉えることで、より高度で安全な数式設計・運用が可能となる。特に業務で
の活用やチーム開発では、ブックに直接反映されるリスクを減らしつつ、段階的に設計・検証・反映
を進められるという点が大きなメリットである。 

第7章　実践的な数式設計とデバッグ活用 

7.1 名前定義による数式分離と保守性向上 
Excelにおいて長大な数式は可読性と保守性の両面で問題を生じやすい。これを回避する代表

的な手法が「名前定義（Named Formula）」による数式の分離である。たとえば、複雑な条件判定や
中間集計処理を TotalValidDays や IsOverLimit といった名前で別定義しておけば、本体の数式は
それらを組み合わせた構造となり、直感的に理解しやすくなる。このとき、Names機能の「Functions」
タブを活用すれば、一覧から定義の内容や依存関係を確認でき、不要な参照の削除やリファクタリ
ングも容易になる。名前定義を設計レイヤとして用いることで、関数単位でのロジック整理が可能とな
り、チーム開発や再利用性の観点でも優れた効果を発揮する。 

7.2 LET/IFSを活用した可読性と分岐制御 
数式の中にロジックが混在する場合、LET関数とIFS関数の併用が効果的である。LETにより中間

値を明示的に定義すれば、計算手順が構造化され、エラーの原因特定も容易になる。たとえば 
LET(a, ..., b, ..., IFS(a>10, ..., b=0, ..., TRUE, "default")) のような構文を使うと、先に定義した変数がそ



のまま条件文に使用でき、数式全体が自然な流れを持つ。特にIFS関数の先頭に TRUE, 任意の中
間結果 を挿入することで、開発途中での値確認ができ、デバッグに大きな利便性をもたらす。これは
従来のIFネストでは難しかった逐次確認を可能とする技法であり、段階的に複雑な分岐を検証・調
整する場面で有用である。 

7.3 Grid/Namesを併用したブロック検証と階層設計 
Excel LabsのGrid機能は、シート上の数式を視覚的にブロック化し、構造単位での確認・修正を支

援するツールである。特定セルを選択し、そのロジックをピン留めすれば、常にその式がどのような
結果を返すかをリアルタイムで監視できる。Namesと併用することで、「名前定義を起点とした連鎖的
な計算構造」が構築できる。たとえば、Gridで TotalHours の出力値を確認しながら、Namesで 
BaseHours, BonusHours を定義・変更することで、各構成要素がどのように結果に影響しているかを
階層的に追跡できる。このような設計アプローチにより、従来のブラックボックス的なシート構造から
脱却し、モジュール化されたデータ設計とロジック管理が可能となる。 
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